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新年あけましておめでとうございます。
組合員の皆さま、ならびにご家族の皆さまにおかれましては、すこやかに新年を迎えられ
たこととお慶び申しあげます。また、日ごろより当健康保険組合の事業運営につきまして、
多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申しあげます。
さて、これまでにも機会あるごとにご説明してまいりましたが、健康保険組合を取り巻く
環境は依然厳しく、財政悪化の最大の要因である高齢者医療制度への過大な納付金は年々
増加し、日本全国の健康保健組合の5割が赤字に陥っている状況です。
ご存じかと思いますが、当健康保健組合も7年連続の赤字を計上しております。
このような厳しい状況ではございますが、当健康保健組合の使命は『一緒につくろう、みんな
の健康』をテーマに、質が高くきめの細かい保健事業を通じて、皆さま一人ひとりの健康を
サポートし、医療費の節減につなげていくことにあります。
そのためにも、従来からの保健事業に加え、昨春からスタートした「データヘルス計画 （※）」を
実施することで、病気の重症化予防などに取り組み、より一層、皆さまが毎日を明るくすこ
やかに過ごせるよう努めてまいります。皆さまにおかれましても、年に一度の健康診断を
必ず受診していただくと同時に、各種健診や保養所などをはじめとする保健事業を積極的に
ご利用いただき、意識的に健康づくりに努めていただきますよう、お願い申しあげます。
最後になりましたが、本年が皆さまにとって幸多き一年となることをお祈り申しあげ、
新年の挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶

保存年月日：2016年６月30日

理事長

西武健康保険組合

※「データヘルス計画」：健診データの分析に基づき、健康の保持・推進に向けた取り組みを行っていく事業。


